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 ウ 二輪車乗車中の事故 

二輪車乗車中の交通事故発生件数（図４）は、事故件数は減少傾向にあるものの、平

成 14 年からの死者数の合計が５人となっており、歩行中、自転車乗車中と比べると多

い。二輪車は事故を起こすと重大事故につながる可能性が高い。本県の県立高等学校は、

地理的条件から生徒が原動機付自転車で通学している学校もあることから、より一層の

二輪車の交通安全教育が必要である。 

 

（図４）二輪車乗車中の高校生の 1 万人あたりの交通事故件数の推移 

（高知県警察本部交通企画課提供のデータを改編） 
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 エ 学年別における交通事故件数 

   学校入学時には児童生徒は学校までの交通状況を把握していない場合が多く、事故

件数が多くなる傾向がある（図５）。このため、新入生に対して早期に交通安全教育を

実施する必要がある。 

 

（図５）平成 24 年高知県の学年別交通事故件数 

（高知県警察本部交通企画課提供のデータを改編） 
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識を実際に参加・体験・実践できる方法が望ましい。小学校においては歩行や自転車の

交通安全教室、中学生以上になるとスタントマンによる模擬交通事故を見せて交通安全

について学ぶ「スケアードストレイト教育技法」による交通安全教室、高校生を対象と

した「原動機付自転車安全運転講習会」などが行われている。 

しかしながら、年１回程度の「交通安全教室」の実施だけでは、児童生徒の交通安全

意識の向上には十分とはいえない。こうした「交通安全教室」の教育効果をより高める

ためには、教科における学習や学級活動等を活用した事前・事後の学習や日常の交通安

全指導を関連づけ、年間を通した定期的・継続的な指導が重要である。 

 

（取組例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）効果的な資料の活用 

  交通安全教育を進めるにあたっては児童生徒が興味関心をもって学習できるよう、

また交通上の危険を実感し、安全な行動につながるよう考えることができる指導方法

の工夫が必要である。これまでにも各関係機関から交通安全教育に関する資料や視聴

覚教材が配付されている。これらの資料・教材も有効活用して教科及び特別活動等で

交通安全教育の充実を図っていくことが重要である。 

 

【「Traffic Safety News（ＴＳＮ）」の活用】 

   学校現場においては、交通安全教育に多くの時間を費やせないのが現状であり、交

通安全教室を実施し、あとは日常的な安全指導（校外での街頭指導等）や集会による

注意喚起等で児童生徒が交通安全学習をする時間が取れないという学校も少なくない。 

   しかしながら、家や学校を一歩出ると児童生徒は交通社会の一員となり、日常的に

「被害者にならない」よう潜む危険を意識し、安全に通行する必要がある。また、「加

害者にもならない」ように周りを思いやる通行ができる必要がある。このような能力

を育成するため短い時間でも、児童生徒が定期的・継続的に交通安全について学習す

る機会が必要である。 
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非常に見えにくい！！

気づかず

Ｂ

問（３）の場合

問（４）の場合

「自転車は自転車横断帯を渡る」

「歩行者保護・事故防止」

高知県警察本部と高知県教育委員会は、平成 25 年５月に「学校教育現場における交

通安全教育に関する協定」を締結し、学校の交通安全教育に関する学習教材「Traffic 

Safety News」（以下ＴＳＮという）の提供（毎月１回）及び交通安全教室等での講師

派遣等の支援を受けられるようになっている。 

交通安全関係資料 

【Ｔｒａｆｆｉｃ Ｓａｆｅｔｙ Ｎｅｗｓ】（高知県警察：平成 25 年６月～） 

高知県の交通事故の情報や交通安全クイズ、交通事故の事例などを示した交通安全

ニュース等、資料・問題と解答・解説に分かれ、10 分程度で実施できる構成となって

おり、朝の会や終わりの会（SHR）などで実施できるようになっている。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  【高知県における交通事故の情報】           【交通安全クイズ】 

 グラフや表を使って分かりやすく提示    日常の交通安全上の問題点を簡単なクイズで提示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     【交通安全ニュース】               【指導者用解説】 

 危険回避能力を高めるためにイラストを     解答とともに根拠となる法規（道路交通法等） 

使って分かりやすく提示            を示し、正しい通行方法等を提示 
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・中学校区の拡大地図に危険箇所と回避方

法を書き込む。 

・安全な通行ルートを考え、書き込む。 

 

４．各班で作成した地図を発表する。 

・考えられる危険とその回避方法を発表す

る。 

 ・通行ルートとその理由を発表する。 

 

 

 

 

５．本時の学習を振り返り、安全なルートの

設定及び自転車運転の目標を立てる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

巻き込み、歩行者との衝突 

○危険な箇所の内容は赤付箋、その回避方法

は青付箋で地図に貼らせる。 

 

 

○危険箇所を全体で共有させる。 

○発表した回避方法が正しいか、他の方法は

ないか他の班の意見を聞く。 

○危険箇所を通行するルートもあることを認

識させ、危険予測や回避行動の重要性を伝

える。 

 

 

○交通ルールを守り、マナー良く自転車を利

用することは自分だけでなく他人も守るこ

とを確認させる。 

○目的地までなるべく安全なルートを考え、

危険箇所を通る時には危険予測、回避行動

がとれるよう意識させる。 

 

 

 

 

 

 

 

・自転車の交通ルールを理解している。 

・安全な通行ルートについて考えることがで

きる。 

関連する 

教科・行事等 

体育（保健領域）：けがの防止-交通事故の防止 

道徳：高４-（１）公徳心 

・自転車安全利用５則を理解し、安全な交通行動を心がける。 

・目的地まで安全なルートを設定できる。 

 

全国平均をみると小学生では自転車事故の割合は１割程度であるが、高知県では

４割程度であり全国と比べると、自転車事故の割合が高いのが特徴である。 

 また、全国の学年別の交通事故の状況をみると小学校・中学校・高等学校ともに

死傷者は低学年ほど多く、学年が進行するにつれ減少していく。これは高知県でも

同様の傾向を示している。 

  高知県の中学校の約９割が自転車 

通学を認めており、中学生になると 

多くの児童生徒が自転車通学になる 

ことからも、小学６年生から中学１ 

年生にかけての「つなぎ」となる自 

転車に関する交通安全教育が重要と 

なる。 

 

まとめ 

評 価 

38

2

4

39

67

91 34

20

6

26

小学生

中学生

高校生

校種別交通事故割合（平成２４年高知県）

歩行中 自転車乗車中 原付 その他
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番号 問題文 回答欄 

１ 自転車は原則として車道を通行しなければならない 
はい  いいえ 

２ 自転車で車道を通行する場合は右側通行をしなければな

らない はい  いいえ 

３ 自転車で歩道を通行するときは歩道のどの部分を通行し

てもよい はい  いいえ 

４ 自転車で歩道を通行するときにスピードを出して通行し

てもよい はい  いいえ 

５ 自転車で歩道を通行中、歩行者がじゃまな場合、ベルを

鳴らして警告してもよい はい  いいえ 

６ 信号機のある交差点では信号機に従わなければならない はい  いいえ 

７ 一時停止の標識がある場合は自転車も一時停止する必要

がある はい  いいえ 

８ 自転車横断帯がある横断歩道では自転車は自転車横断帯

を通行しなければならない はい  いいえ 

９ 自転車で道路を通行するときには友達と二人ならんで通

行できる はい  いいえ 

１０ 左右のブレーキのいずれかが壊れている自転車には乗っ

てはいけない はい  いいえ 

１１ かささし運転はしてはいけない はい  いいえ 

１２ けいたい電話を操作しながらの運転はしてはいけない はい  いいえ 

１３ 自転車に荷台があれば二人乗りをしても構わない はい  いいえ 

１４ 自転車を運転しながらイヤホンをして音楽を聴いても構

わない はい  いいえ 

１５ 小学生は自転車に乗るときはヘルメットをかぶらないと

いけない はい  いいえ 

 

0 5 10 15 20 25 30 35

小学校１年生

小学校２年生

小学校３年生

小学校４年生

小学校５年生

小学校６年生

中学校１年生

中学校２年生

中学校３年生
Ｑ１ 
このグラフは 
平成 24 年に発生した 
（      ） 
を表わしています。 
Ｑ２ 
※小学６年生から中学１

年生にかけて件数が急増

しています。それはなぜ

でしょうか？ 

件数 

下のグラフは何を表わしているか考えてみよう 

自転車の交通ルールに関する問題 
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番号 問題文 回答欄 

１ 自転車は原則として車道を通行しなければならない 
はい  いいえ 

２ 自転車で車道を通行する場合は右側通行をしなければな

らない  （左側通行） はい  いいえ 

３ 自転車で歩道を通行するときは歩道のどの部分を通行し

てもよい  （車道寄りを通行する） はい  いいえ 

４ 
自転車で歩道を通行するときにスピードを出して通行し

てもよい （徐行して通行し、歩行者の通行を妨げる場

合は一時停止する） 
はい  いいえ 

５ 自転車で歩道を通行中、歩行者がじゃまな場合、ベルを

鳴らして警告してもよい（一時停止しなければならない） はい  いいえ 

６ 信号機のある交差点では信号機に従わなければならない はい  いいえ 

７ 一時停止の標識がある場合は自転車も一時停止する必要

がある はい  いいえ 

８ 自転車横断帯がある横断歩道では自転車は自転車横断帯

を通行しなければならない はい  いいえ 

９ 
自転車で道路を通行するときには友達と二人ならんで通

行できる （通行できない、並進可の標識がない所では

並んで走ってはいけない） 
はい  いいえ 

１０ 左右のブレーキのいずれかが壊れている自転車には乗っ

てはいけない はい  いいえ 

１１ かささし運転はしてはいけない はい  いいえ 

１２ けいたい電話を操作しながらの運転はしてはいけない はい  いいえ 

１３ 自転車に荷台があれば二人乗りをしても構わない （原

則禁止です） はい  いいえ 

１４ 
自転車を運転しながらイヤホンをして音楽を聴いても構

わない （安全な運転に必要な交通に関する音が聞こえ

ない状態となり危険なので禁止されています） 
はい  いいえ 

１５ 小学生は自転車に乗るときはヘルメットをかぶらないと

いけない  はい  いいえ 

0 5 10 15 20 25 30 35

小学校１年生

小学校２年生

小学校３年生

小学校４年生

小学校５年生

小学校６年生

中学校１年生

中学校２年生

中学校３年生
Ｑ１ 
このグラフは 
平成 24 年に発生した 
（ 交通事故件数 ） 
を表わしています。 
Ｑ２ 
※小学６年生から中学１

年生にかけて件数が急増

しています。それはなぜ

でしょうか？ 

件数 

下のグラフは何を表わしているか考えてみよう 

自転車の交通ルールに関する問題 

「通学範囲や行動範

囲が広がる、学校ま

での交通状況がわか

らない」などが考え

られます 
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            ルート 

 

 このルートを選んだ理由         Ａ・Ｂルートの特徴や問題点 

 

 

 

 

 

 

 

 

安全に目的地に到着するには、どのような対策をとればよいか 

 

 

 

 

自分の交通行動における課題は？ 

 

 

 

 

これからどんなことに気を付けて行動しますか？ 

 

  

あなたは先日、自動車運転免許を取得し

ました。友達と一緒に遊びに行くことに

なりましたが、待ち合わせの場所は初め

て行く場所です。連絡をすると友達はす

でに待ち合わせ場所で待っています。待

ち合わせ場所まで、大きな道路を通るル

ートは信号機が多くあり、交通量も多く、

到着するまで時間がかかります（Ａルー

ト）。狭い道路を通るルートは信号機がな

く交通量も少ないが見通しの悪い交差点

が多いです（Ｂルート）。あなたはどちら

のルートを通行しますか？ 

あなたは２０歳の学生です。 

Ａ 
Ｂ 

（待ち合わせ場所） 

目的地までの行動を考えてみよう 

安全な交通社会の一員として 

 

 

 

Ａルート 
 
 
 
Ｂルート 
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高校生

中学生

小学生
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原付は相手から見落とされやすい  

提供：交通事故総合分析センター「イタルダ	
 インフォメーション	
 No.75」	
 

	
 

原動機付自転車と交差車両の進行方向別事故件数（平成 19 年）	
 

５０％ ６０％ ７０％ ８０％ ９０％ １００％０％ １０％ ２０％ ３０％ ４０％
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 

事故件数割合	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

●原動機付自転車は、被視認性が低く相手から見落とされやすいので、	
 

	
 自分の存在を相手にアピールする走行を心がけてください。	
 

	
 ・建物、街路樹等の物陰に入らない	
 

・車両の陰に入らないように、適切な車間距離を保つ	
 

・目立つ色の服装を心がける	
 

●原動機付自転車は、相手に速度や距離を誤判断されやすいので、	
 

	
 交差点で相手を認知したら減速することを心がけてください。	
 

●原動機付自転車の運転者は、思い込みによる誤った判断をしています。	
 

	
 自分が相手を認識していても、相手が自分の存在に気付いている

とは限りません。  
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